
令和２年
（2020）
1月15日

水曜日

No 67

全管連青年部協議会

http://www.zenkanrenjr.jp

14

全管連青年部● 発行所／全管連青年部協議会　 〒170-0004 東京都豊島区北大塚3-30-10 全管連会館2F　ＴＥＬ 03（5981）8957　ＦＡＸ 03（5981）8958

平素は全国管工事業協同

組合連合会青年部協議会の

活動に対し、ご支援、ご協力

を賜り改めて御礼申し上げま

す。

昨年の 7 月に開催した北海

道総会は来賓・賛助会員・

会員を含め、約 450 名の多

くの参加を頂きました。地元青年部や親組合の多大な協

力を頂き、成功裏に終えることができました。改めて青年

部の情熱を感じることができましたことに対して御礼申し

上げます。

さて、2019 年 4 月以降、働き方改革の改正法の適

用開始が始まり、会員各位におかれましても法改正に対

応した労務管理を進めていると思います。

働き方改革は労働人口の減少、少子高齢化、社会保

障費の膨張など、深刻な社会問題を解決するための一つ

の手段です。企業の業績を向上させる手段でもあり、働

く人の QOL（生活の質）を高めることにもなりそうです。

その為には、女性や外国人や障害を持った方々の雇用と

いうのも多様性をもって積極的に進めていかなければなり

ません。

働き方改革は我々中小企業にとって、もの凄く大きな

波です。しかし、この働き方改革という大きな波に乗るこ

とと、担い手育成や業界 PR（イメージアップ）を並行し

て行うことが重要だと考えております。

また、地球温暖化により自然災害が著しく増えている

昨今、昨年は広範囲に台風の被害がありました。災害復

旧ボランティア活動を通じて我々全管連の強固な団結力

を改めて感じました。地球温暖化の原因となっているガ

スには様々なものがあります。なかでも二酸化炭素はもっ

とも温暖化への影響度が大きいガスと言われております。

自然災害の原因である二酸化炭素の排出を抑えることも

我々業界の責務だと考えております。

最後になりますが、全国の会員の皆様の大いなるご活

躍をお祈り申し上げるとともに、親組合ならびに関係各

位にはこれまで以上のご支援・ご協力を切にお願い申し

上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

会長　太田　勝晶　高松での会員交流事業は川西水道機器の皆様のご協力もあり盛況のうちに終えることができました。また、自民党
青年局との意見交換会では大変活発な意見交換ができました。
　本年は太田会長の新体制に代わり二年目となり熊本総会をはじめとし、様々な事業を準備しております。会員全員
でより素晴らしい一年にしましょう！　 総務部会長　林　誠（熊本）記後

集編

　令和元年 11 月 18 日 ( 月 )、
自由民主党青年局と全管連青年
部協議会の意見交換会が東京
都で開催され、青年局所属の 8
名の若手国会議員の方々をお迎
えし、本会からは役員 9 名の出
席となりました。
　また、意見交換会に先立ち 16
時より自民党本部見学の機会をい
ただき、会議場や総裁室、記者会見場などの普段は入れ
ないところを見学させて頂きました。総裁室には歴代の自
民党総裁の政治活動の写真や資料もあり自由民主党の歴
史の一部を垣間見ることができ大変興味深い見学でした。
意見交換会及び交流会は永田町のとれたて魚と野菜の小
料理 KIGI で 18 時より始まりました。自民党青年局団体
副部長吉川赳代議士の司会の元、最初に自民党青年局

長小林史明代議士にご挨拶を頂きました。前回に続き今
回の意見交換会を通じてこの活動をただの交流会にとど
まらず次のステップへと繋げていきたいというお言葉を頂
き本会出席者一同感銘を覚えました。続いて本会の太田
会長より公務多忙の中お集まりいただいた先生方への感
謝とともに挨拶を行いました。
続いて本会の活動紹介を行い、今回初めて参加された先
生方に向けて配布資料を基に当会の概要を説明いたしま
した。
　この後、自民党青年局団体部長の小倉將信代議士か
ら乾杯の挨拶を頂き、私達の管工事業に関する率直な意
見交換を行う交流会が始まりました。各テーブルで先ほ
どの活動紹介の内容だけでなく、各地の業界の状況、担
い手問題の話題や、昨今の災害時の活動の話などで盛り
上がりました。約 2 時間足らずの短い間でしたが、先生
方の話し上手・聞き上手に助けられ、同年代という気さ
くさも手伝い、今回初参加の役員も緊張が直ぐにほぐれ
熱い議論や明るい談笑に包まれました。最後に本会の山
中賢作副会長が冗談交じりに出馬表明を行い、締めの挨
拶として交流会は幕を閉じました。
　年末の多忙な時期にも関わらず出席してくださった自民
党青年局の皆様、参加した皆様ありがとうございました。

総務部会長　林　誠（熊本）

第３回 自由民主党青年局との意見交換会を開催

参加者全員で集合写真

自由民主党青年局　出席者
 
青年局　局長 衆議院議員
  小　林　史　明
 
青年局　局長代理 参議院議員
  朝　日　健太郎
 
青年局　次長 衆議院議員
（青年部長）  白須賀　貴　樹
 
青年局　次長 衆議院議員
（団体部長）  小　倉　將　信
 
青年局　次長 衆議院議員
（青年副部長）  鈴　木　隼　人
 
青年局　次長 衆議院議員
（団体副部長）  𠮷　川　　　赳
 
青年局　次長 参議院議員
（団体副部長）  山　下　雄　平
 
青年局　次長 衆議院議員
  井　林　辰　憲

小林史明議員
（自民党青年局長）

「時代に合った業界を目指して」

2020年　年頭のご挨拶

太田会長
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令和元年 10月26日 ( 土 ) 全管連青年部協議会の第

121回理事会及び会員交流会を、香川県綾歌郡綾川町

に本社と工場がある全管連賛助会員の㈱川西水道機器様

の会議室にて行いました。

今年は会員交流の直前に台風 15号から19号が特に

猛威を振るい、関東東北を中心に日本中に非常に大きな

爪痕を残しました。青年部協議会の理事の中にも自宅や

会社、周辺が被災された方が多数おられますし、この会

員交流の前日も、台風 21号が上陸はしなかったものの

関東等で非常に激しい大雨が降り、開催地としても皆様

無事に香川県に来られるのかと危惧しておりました。

さて当日の香川県はと言えば、幸いにも快晴と天候に

非常に恵まれ、昼前に㈱川西水道機器様のセミナーハウ

スに集合し昼食をとった後、工場見学をさせていただき

ました。

その後開催された理事会では、理事 24名監事 2名

事務局2名オブザーバー 29名にサプライズとして登場

された秋山前会長を含めた2名の合計 59名という予定

より人数が減るどころか逆に増え、過去最高の参加人数

であったと聞きほっと胸をなでおろしました。大変な調整

をされてお越しいただいた方々をはじめ、参加されたすべ

ての方々に感謝と御礼を申し上げます。

林総務部会長の司会により始まり、初めに全管連青年

部協議会太田会長による挨拶があり、続いて会員交流事

業の研修会として開催地の高松市上下水道工事業協同

組合青年部会の木村会長より挨拶がありました。その後

約 10分の活動報告の時間をいただき、当組合青年部会

の現状、行っている活動内容の報告や四国 4県の青年

部で毎年行っている四国サミットの紹介、高松市上下水

道工事業協同組合の事業内容などを簡単に報告させてい

ただきました。

「埼玉県連青年部協議会が加入 !!」

続いて理事会では山中副会長が議長に選任され、埼玉

県管工事業協同組合連合会青年部協議会の加入につい

ての審議から始まり、北海道総会の

事業報告や熊本総会の事業計画に続

き、太田会長をはじめとする神奈川

県の理事より令和 3年度総会の立候

補の話がありました。その後もさまざ

まな事業計画を一つ一つ丁寧に審議

され、全議案が可決承認されました。

その後も総務部会と事業部会に分

かれ時間ぎりぎりまで今後の事業計

画などについて話し合い、㈱川西水

道機器様を後にしました。

市内に場所を変えた懇親会では香川名物であるさぬき

うどん、ではなく骨付き鳥専門店を貸し切り、㈱川西水

道機器の川西章弘代表取締役社長の乾杯を皮切りに1

階 2階を行き来しつつ「おやどり」「ひなどり」を食べ比

べしながら親睦を深めました。

今回初めて香川に足を運ばれたという声も多く、ほと

んどの皆様が遠方よりお越しいただいたこと、またこのよ

うな有意義な経験をさせていただいたことに対し、高松

市上下水道工事業協同組合青年部会一同感謝を申し上

げると共に、今後とも変わらぬご厚誼とご指導の程よろし

くお願い申し上げます。

全管連青年部理事・

高松市上下水道工事業協同組合青年部会

副部会長　新上　博之

高松市青年部の協力で

「第121回理事会・会員交流事業」を開催！

参加者全員の記念撮影高松市上下水道工事業協同組合青年部会の事業報告 理事会で議事審議
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